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　小竹町内の３つの小学校（南小・北小・西小）の６年生

が授業の一環として、子ども議会を開催し、わたしたちの

暮らしに関係する政治について学びました。

　子ども議員からは町に関する様々な問題に対して、町長

や教育長に質問がなされました。（関連記事は２ページ）

令和４年１月14日　小竹町子ども議会開会 !!
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　一般質問の概要

◇公園について
御徳２区の公園は草が生えたり、ブランコのチェーンが外れています。
除草作業や遊具の点検は誰がどのように行っていますか。
小竹町に遊具がたくさんある公園を造る予定はありますか。
小竹町の公園に災害時に使える設備などはありますか。

小竹北小学校
浅野　瑞輝　議員 町内の児童公園は各地区の自治会が管理しています。

将来、子どもがいる家族が多くなれば遊具のある公園も必要になるか
もしれません。町内の公園には災害時に使用できる設備はありません。

小竹南小学校
松下　嵩平　議員

町の運動公園グラウンドの約５個分の5.7ヘクタールの土地があります。
現在、どんな施設があればよいかなどの調査を行っています。

◇人口減少・少子高齢化について
若い人たちが町から出ていかないようにどんな取り組みを行っていますか。
小竹町の自然を観光に利用したり、農業を仕事にする人を増やして人口減少を
止める計画はありますか。
一人で過ごす高齢者を減らすために人と人が触れ合う機会を作っていますか。

子どもを産み、育てることができる環境や相談ができる支援を行って
います。
農家を育て、経営の手助けを行っています。
一人暮らしの高齢者に声をかけ、体操や健康づくりを行っています。

◇図書室の整備について
中央公民館の図書室の本を増やすためにどのような取り組みをしていますか。
床に座って読めるスペースやソファなどの読書のための環境を整える計画は
ありますか。

本を購入するときに多くの人が楽しめるものを購入するようにしています。
中央公民館のロビーの模様替えや楽しんでもらえるような仕掛けを準備
していますので、楽しみにしていてください。

◇空き家問題について
小竹町にはどのくらいの空き家がありますか。
空き家をどのように活用される予定ですか。

小竹西小学校
堺　ひかり　議員

令和２年12月時点で453軒の空き家がありました。
町のホームページに空き家の情報を載せて買いたい人を探しています。

◇ジェンダーフリーについて
なぜ、小竹中学校の制服は選べるようになったのですか。
小竹町でジェンダーフリーの取り組みはありますか。

小竹西小学校
𠮷澤　美亞　議員

小竹町子ども議会小竹町子ども議会 　『教えて！ 町長』

性の多様性と機能性に配慮してブレザー型の制服を導入しました。
学校行事などで男女の役割分担を決めつけないようにしています。

◇商業施設の誘致について
小竹駅周辺は駅前が整備され、役場の移転や大型スーパーの
トライアルの出店などで多くの人が集まるようになってきています。
しかし、周辺にはまだ使われていない広い土地が見られます。
デパートなどの商業施設や大手飲食チェーン店の誘致計画はありますか。

小竹南小学校
組坂　蘭　議員

小竹北小学校
秋本　旺佑　議員
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七
福
団
地
住
宅
環
境
整
備

事
業
に
お
け
る
事
業
契
約

に
つ
い
て

　
　
　（可
決
）

　
役
場
で
の
各
種
手
続
き
に
お

け
る
押
印
の
見
直
し
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
整
理
を
行
っ
た
。

　　
七
福
団
地
町
営
住
宅
建
替
え

契
約
案
（
60
戸
）
が
可
決
。

　
契
約
金
額

　
12
億
５
千
５
百
万
円

　
令
和
４
年
10
月
着
工
予
定

　
令
和
６
年
１
月
供
用
開
始
予
定

　
単
身
用
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
30
戸

　
家
族
用
３
Ｄ
Ｋ
　
30
戸

　
駐
車
場
１
３
０
台

　
駐
輪
場
　
　
40
台

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
１
棟

問
　
庁
舎
自
動
ド
ア
工
事
費
が

減
額
し
た
要
因
は
。

答
　
既
存
の
手
動
ド
ア
の
部
品

が
一
部
再
利
用
で
き
た
た
め
、

今
回
１
２
８
万
７
千
円
を
減
額

で
き
た
。

問
　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
が
増

加
し
て
い
る
要
因
は
。

答
　
今
年
度
か
ら
ふ
る
さ
と
納

税
サ
イ
ト
や
情
報
誌
へ
の
広
告

を
増
や
し
、
返
礼
品
目
を
２
５

０
か
ら
75
品
目
増
加
さ
せ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
返
礼
品
が
大
変

人
気
が
あ
り
、
小
竹
町
へ
の
ふ

る
さ
と
納
税
が
急
激
に
伸
び
て

い
る
。

問
　
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
等
施
設
整
備
補
助
金
と
は
。

答
　
高
齢
者
施
設
等
で
の
利
用

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

大
規
模
改
修
の
た
め
の
補
助
金
。

問
　
七
福
団
地
の
移
転
補
償
費
、

４
５
９
万
４
千
円
の
内
訳
は
。

答
　
現
在
、
建
築
予
定
地
に
居

住
さ
れ
て
い
る
11
世
帯
の
た
め

の
移
転
補
償
費
。

　
内
容
は
、
移
転
時
に
家
屋
内

の
荷
物
の
移
転
費
と
町
営
住
宅

に
風
呂
釜
、
電
話
、
冷
暖
房
の

移
設
の
た
め
の
費
用
。

問
　
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
時
期
は
。

　
ま
た
、
２
回
接
種
し
た
同
じ

医
療
機
関
で
接
種
で
き
る
の
か
。

答
　
令
和
３
年
12
月
か
ら
先
行

で
接
種
し
た
医
療
従
事
者
の
方

に
順
次
接
種
券
を
配
付
し
て
い

る
。

　
令
和
４
年
１
月
に
町
内
の
医

療
従
事
者
を
接
種
予
定
、
一
般

の
人
の
接
種
開
始
時
期
は
、
高

齢
者
施
設
入
所
者
な
ど
か
ら
予

定
し
て
お
り
、
２
回
目
の
接
種

が
終
わ
っ
て
、
８
カ
月
を
経
過

し
た
人
か
ら
順
次
、
接
種
と
な

る
。

　
町
内
３
つ
の
医
療
機
関
で
、

個
別
接
種
を
行
う
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

問
　
住
宅
管
理
費
１
２
１
０
万

円
公
営
住
宅
管
理
シ
ス
テ
ム
導

入
業
務
委
託
料
と
は
。

　
高
額
な
シ
ス
テ
ム
の
内
容
は
。

答
　
法
令
改
正
等
に
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
、
公
営
住
宅
の
管

理
シ
ス
テ
ム
を
新
規
導
入
す
る
。

　
納
付
書
の
作
成
、
各
町
営
住

宅
の
世
帯
毎
の
収
納
状
況
、
修

理
状
況
等
を
入
力
・
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
１

回
目
、
２
回
目
の
接
種
率
は
。

答
　
町
内
で
２
回
目
の
接
種
を

終
わ
ら
れ
た
人
は
、
約
84
・
51
％

で
、
残
り
16
％
弱
の
方
が
、
接

種
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

予
算
委
員
会
の
主
な
質
疑

令和３年度補正予算
一般会計 …… 2億5，059万円
特別会計

可
決
可
決

押
印
見
直
し
に
伴
う
条
例
改
正

国民健康保険特別会計　　　　　3,397万円
公共下水道事業特別会計　　　　△154万円
町立病院事業特別会計　収益的収入568万円
　特別減収対策企業債　1億900万円を借入れ
水道事業特別会計　　　収益的支出105万円

※

現
在
、
国
の
方
針
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
前
倒
し
し
て
接
種
す

る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。

答答 問問

答答 問問

答答 問問

答 問

12月定例会は、12月２日から14日まで、会期13日間の日程で開かれました。

12月定例会の主な議案
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問
　
政
府
は
、
学
校

給
食
費
の
無
償
化
は

学
校
設
置
者
と
保
護

者
の
協
力
に
よ
り
、

学
校
給
食
法
の
趣
旨

に
基
づ
き
、
設
置
者

に
お
い
て
検
討
す
る

こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い

と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。

　
本
町
に
お
け
る
学

校
給
食
費
無
償
化
の

早
期
実
現
に
向
け
て

検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

問
　
少
子
化
や
子
ど

も
の
貧
困
が
深
刻
な

状
況
で
あ
り
、
子
ど

も
の
医
療
費
は
子
育

て
世
代
に
と
っ
て
負

担
が
重
い
。

　
全
て
の
子
ど
も
た

ち
が
必
要
な
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、

子
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
対
象
年
齢
を

18
歳
ま
で
拡
充
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
　
高
校
卒
業
（
18

歳
）
ま
で
の
医
療
費

助
成
は
、
子
ど
も
・

子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
の
観

点
か
ら
、
令
和
４
年

度
か
ら
実
施
で
き
る

よ
う
、
関
係
予
算
と

条
例
案
を
３
月
定
例

会
に
上
程
す
る
予
定

で
あ
る
。

問
　
毎
年
11
月
は
、

国
が
推
進
す
る
児
童

虐
待
防
止
月
間
で
あ

る
。

　
子
ど
も
は
大
切
な

地
域
の
宝
で
あ
る
た

め
、
子
ど
も
の
成
長

を
支
援
す
る
こ
と
が

社
会
全
体
の
責
任
で

あ
る
。

　
本
町
で
は
児
童
虐

待
防
止
月
間
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
子
ど
も
へ
の
虐

待
対
応
に
つ
い
て
は
、

児
童
相
談
所
へ
の
相

談
件
数
も
増
加
し
て

お
り
、
重
大
な
事
態

に
発
展
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
本
町
の
児
童
虐
待

防
止
月
間
中
の
取
り

組
み
は
、
広
報
に
お

い
て
、
体
罰
に
つ
い

て
や
子
育
て
中
の
保

護
者
へ
の
支
援
を
紹

介
し
て
い
る
。

答
　
教
育
長

　
国
は
設
置
者
の
判

断
に
よ
り
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
を
図
る

こ
と
は
可
能
と
の
見

解
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
給
食
費
の
無
償

化
を
行
う
に
は
、
２

０
０
０
万
円
近
く
の

負
担
が
毎
年
増
え
る

こ
と
と
な
り
、
財
源

確
保
の
見
通
し
な
ど
、

今
少
し
時
間
的
余
裕

を
賜
り
た
い
。

答
　
町
長

　
給
食
の
完
全
無
償

化
は
、相
当
思
い
切
っ

た
施
策
と
な
り
、
引

き
続
き
、
検
討
課
題

と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

オレンジリボンは児童
虐待防止運動のシンボル

●子どもを虐待から守る取り組みは
●学校給食費無償化の早期実現を
●子ども医療費の拡充を 吉野　欽也 議員吉野　欽也 議員

問

問

問

答

答

答答
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問
　
本
町
の
下
水
道

は
平
成
24
年
に
供
給

開
始
が
さ
れ
、
９
年

が
経
過
し
て
い
る
。

　
現
在
の
接
続
状
況

は
。

答
　
事
業
計
画
区
域

の
う
ち
整
備
率
が

45
・
33
％
（
47
・
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
）

接
続
率
は
43
・
２
％

（
３
６
５
戸
に
対
し

１
５
８
戸
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
事
業
完
了
に
む
け

て
整
備
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問
　
下
水
道
エ
リ
ア

に
県
営
勝
野
団
地

（
七
福
）
が
あ
る
。

　
こ
の
団
地
は
下
水

道
に
接
続
可
能
と

な
っ
て
６
年
が
経
過

し
て
い
る
が
未
だ
接

続
さ
れ
て
い
な
い
。

　
法
律
上
、
下
水
道

が
整
備
さ
れ
た
場
合
、

遅
滞
な
く
接
続
す
る

と
定
め
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
公
共
施

　
下
水
道
に
接
続
す

る
こ
と
で
本
町
の
自

主
財
源
確
保
に
も
繋

が
り
、入
居
者
に
と
っ

て
は
平
等
な
費
用
負

担
と
な
る
。

　
ま
た
、
生
活
雑
排

水
を
川
へ
放
流
す
る

こ
と
も
な
く
な
り
、

環
境
に
も
優
し
い
た

め
、
早
期
の
接
続
を

お
願
い
し
た
い
。

設
が
接
続
さ
れ
て
い

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
経
緯
と
経
過
を
教

え
て
ほ
し
い
。

答
　
未
だ
下
水
道
に

接
続
さ
れ
て
い
な
い

理
由
と
し
て
、
県
営

団
地
入
居
者
の
理
解

が
得
ら
れ
な
か
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。

　
た
だ
し
法
律
上
で

は
、
遅
滞
な
く
下
水

道
に
接
続
す
べ
き
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
県
営
住

宅
勝
野
団
地
が
下
水

道
に
接
続
し
な
い
と

い
う
状
況
は
放
置
で

き
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
早
け
れ
ば
令
和
４

年
の
早
期
接
続
に
向

け
て
県
に
も
強
く
要

請
し
て
い
る
。

指
摘

　
管
理
人
か
ら
も
浄

化
槽
維
持
管
理
費
が

高
く
、
共
益
費
に
重

く
の
し
か
か
っ
て
い

る
と
聞
い
た
。

県営勝野団地（七福）の場合、下水道は使用量に応じた負担になるが、
浄化槽は使用量に関係なく、各世帯が同じ負担となる。（イメージ）

河島　大紀 議員河島　大紀 議員

●公共下水道の接続促進を

問問 答

答指
摘
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問
　
原
油
価
格
の
高

騰
で
ガ
ソ
リ
ン
や
灯

油
価
格
の
上
昇
が
続

い
て
い
る
。

　
総
務
省
は
地
方
公

共
団
体
が
原
油
価
格

の
影
響
を
受
け
て
い

る
人
や
事
業
者
を
支

援
す
る
対
策
に
、
特

別
交
付
税
を
出
し
て

お
り
、
交
付
率
は
２

分
の
１
で
あ
る
。

　
対
象
は
生
活
困
窮

者
に
対
す
る
灯
油
購

入
費
、
社
会
福
祉
施

設
に
対
す
る
暖
房
費

の
助
成
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
町
で
も
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
仕
事
を
な

く
し
た
人
や
暖
房
費

に
苦
し
ん
で
い
る
事

業
者
も
あ
る
。

　
こ
の
制
度
を
活
用

し
援
助
で
き
な
い
か
。

答
　
こ
の
国
保
税
の

均
等
割
軽
減
措
置
は
、

子
育
て
世
帯
へ
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を

目
的
に
設
け
ら
れ
る

制
度
で
、
所
得
制
限

を
設
け
ず
、
一
律
に

軽
減
を
行
う
も
の
で

あ
る
。

　
対
象
者
を
未
就
学

児
ま
で
、
軽
減
割
合

を
５
割
と
し
て
い
る

の
は
、
所
得
の
低
い

方
に
も
一
定
の
負
担

を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
や
、
未
就

学
児
の
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
が
２
割

と
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
た
制

度
設
計
で
あ
る
。

　
安
易
に
保
険
税
率

を
改
正
す
る
の
で
は

な
く
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
負
担
を

緩
や
か
に
す
る
た
め

の
調
整
財
源
と
し
て

基
金
を
活
用
し
た
い
。

　
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
負
担
増
と
な

ら
な
い
よ
う
適
宜
対

応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
国
は
国
保
税
の

未
就
学
児
に
対
す
る

均
等
割
を
令
和
４
年

４
月
か
ら
５
割
軽
減

す
る
。

　
こ
の
制
度
改
正
は

一
定
の
評
価
が
で
き

る
が
、
対
象
者
が
未

就
学
児
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
で
は
不
十

分
で
は
な
い
か
。

　
本
町
の
国
民
健
康

保
険
財
政
調
整
基
金

１
億
１
０
０
０
万
円

を
活
用
し
、
せ
め
て

対
象
を
中
学
生
ま
で

拡
充
で
き
な
い
か
。

　

答
　
こ
の
福
祉
灯
油

支
給
事
業
は
、
お
お

む
ね
70
歳
以
上
の
単

身
高
齢
者
世
帯
、
重

度
心
身
障
が
い
者
世

帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
、

住
民
税
非
課
税
世
帯

な
ど
の
生
活
困
窮
世

帯
を
対
象
に
暖
房
用

の
灯
油
購
入
費
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度

で
あ
る
。

　
福
岡
県
内
で
こ
の

事
業
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
寒
さ
の
厳

し
い
北
海
道
や
東
北

地
方
な
ど
で
行
わ
れ

て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
昨
年

度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
町
民

や
事
業
者
に
対
し
て
、

国
か
ら
の
財
源
な
ど

を
活
用
し
て
、
各
種

給
付
金
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
き
た
。

　
厳
し
い
財
政
状
況

も
あ
り
、
生
活
困
窮

世
帯
へ
の
町
単
独
の

福
祉
灯
油
の
助
成
は

実
施
で
き
な
い
。

●国保税の均等割５割軽減を中学生まで拡充を
●福祉灯油支給事業の実現を

宮野　一男 議員宮野　一男 議員

問

問

答

答
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そこが知りたい  一般質問



問
　
障
が
い
を
持
た

れ
て
い
る
方
が
利
用

さ
れ
る
作
業
所
に
Ａ

型
と
Ｂ
型
が
あ
る
。

　
こ
の
作
業
所
を
利

用
で
き
る
方
々
は
、

行
政
へ
の
申
請
が
必

要
で
、
ど
の
作
業
所

を
利
用
す
る
か
は
、

本
人
の
意
思
と
な
り
、

そ
こ
を
利
用
す
る
に

は
、
利
用
料
が
発
生

す
る
。

　
生
活
保
護
世
帯
や

住
民
税
非
課
税
世
帯

は
利
用
料
が
か
か
ら

な
い
が
、
課
税
世
帯

は
最
高
９
３
０
０
円

納
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　
Ａ
型
だ
と
最
低
賃

金
８
７
０
円
の
報
酬

だ
が
、
労
働
時
間
は

一
日
４
時
間
で
、
延

長
も
30
分
間
程
し
か

で
き
な
い
。

　
こ
れ
で
は
本
人
の

手
元
に
入
る
報
酬
は

７
万
円
程
度
に
し
か

な
ら
ず
、
そ
の
中
か

ら
利
用
料
を
差
引
く

と
、
僅
か
な
金
額
し

な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
は
。

答
　
本
町
に
お
い
て
、

現
在
、Ａ
型
に
は
９

名
、Ｂ
型
に
は
35
名

の
利
用
者
が
い
る
。

　
利
用
者
の
負
担
額

は
、
利
用
料
の
１
割

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

現
実
的
に
は
、
利
用

料
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
十
分
協
議
が
必

要
で
あ
る
。

　
こ
の
福
祉
政
策
は

全
体
的
な
視
野
を

持
っ
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
今
後
は
ひ
と

つ
の
課
題
と
し
て
検

討
し
た
い
。

か
手
元
に
残
ら
な
い
。

　
年
収
６
０
０
万
円

以
下
の
家
庭
と
な
る

と
、
２
０
０
万
円
弱

の
家
庭
で
も
こ
の
利

用
料
が
発
生
す
る
。

　
障
害
年
金
を
受
給

し
な
が
ら
働
い
て
い

る
な
ら
ま
だ
し
も
、

こ
の
収
入
だ
け
に

頼
っ
て
生
活
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
家

庭
に
お
い
て
は
、
１

万
円
弱
の
支
払
い
は

苦
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
事
業
所
に
よ
っ
て

は
、
県
に
減
免
の
申

請
を
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
利

用
者
は
、
自
分
の
能

力
に
合
っ
た
事
業
所

を
選
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
現
在
、
小
竹
町
に

は
、Ａ
型
や
Ｂ
型
に

通
っ
て
い
る
人
が
、

何
人
お
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
こ
の
人
た
ち
に

対
す
る
利
用
料
が
発

生
し
た
場
合
は
、
町

で
負
担
で
き
る
仕
組

み
を
設
け
な
け
れ
ば

●障がい福祉サービス利用者負担額補助制度の
　創設を

大安　美佐代 議員大安　美佐代 議員

障がい福祉サービス就労継続支援とは

　一般企業等での就労が困難な人に働く場を提供するとともに、知識及び能力向上の
ために必要な訓練を行います。

　福祉サービス事業所と利用者が雇用契約を結ぶＡ型と雇用契約を結ばないＢ型があ
ります。
　就労継続支援Ａ型のサービス利用者には、最低賃金が保障されています。

　福祉サービスを利用するにあたっては、利用者本人、また配偶者などの世帯の所得
状況によって、利用料の上限金額が異なります。
　生活保護受給世帯や住民税非課税世帯の場合、利用料の上限は０円であり、利用料
は発生しません。

問

答
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そこが知りたい  一般質問



問
　
い
の
ち
は
誰
の

も
の

　
リ
ス
ト
ラ
な
ど
に

よ
る
青
年
期
、
壮
年

期
の
自
殺
、
高
齢
者

の
老
々
介
護
の
末
な

ど
、
複
雑
化
し
て
い

る
。

　
自
分
の
い
の
ち
は

未
来
へ
と
つ
な
が
り
、

限
り
あ
る
が
支
え
合

い
、
生
き
て
い
る
感

謝
、
決
し
て
自
分
だ

け
の
も
の
で
な
い
。

　
社
会
み
ん
な
で
守

り
、
町
民
の
い
の
ち

は
町
が
守
ら
な
け
れ

ば
現
福
祉
施
策
で
守

れ
る
の
か
。

答
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
、
孤
独
、
孤
立
化

が
進
む
中
、
本
町
は

「
い
の
ち
を
支
え
る

小
竹
町
自
殺
対
策
計

画
」
を
策
定
、
生
き

る
こ
と
を
支
え
る
取

り
組
み
、
孤
独
、
孤

立
さ
せ
な
い
地
域
、

居
場
所
づ
く
り
、
相

談
支
援
事
業
の
強
化
、

自
殺
対
策
を
支
え
る

答
　
教
育
長

　
新
た
に
孤
独
、
孤

立
対
策
が
示
さ
れ
、

学
校
現
場
で
の
い
の

ち
の
教
育
は
、
道
徳

科
を
中
心
に
各
教
科

の
中
で
指
導
、
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
い
じ
め
や
生
活
実

態
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

気
に
な
る
記
述
が
あ

れ
ば
、
面
談
、
保
護

者
と
も
話
し
合
う
。

　
日
常
的
に
表
情
の

観
察
等
で
危
機
を
発

見
、
個
別
の
面
談
を

実
施
し
て
い
る
。

　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
し
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

実
施
、
家
庭
で
は
ス

マ
ー
ト
ホ
ン
の
使
い

方
、
使
用
時
間
の
限

定
や
見
守
り
、Ｓ
Ｏ

Ｓ
の
発
信
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
、
お
願
い

し
て
い
る
。

問
　
い
の
ち
の
教
育

に
つ
い
て

　
愛
知
県
の
市
立
中

学
校
で
刺
殺
事
件
が

発
生
し
た
。

　
長
期
に
わ
た
る
不

満
の
積
み
重
ね
が
人

に
対
し
て
何
が
深
い

傷
に
な
る
の
か
、
他

人
に
は
判
ら
な
い
が

何
か
発
信
が
あ
っ
た

は
ず
だ
。

　
い
の
ち
の
尊
さ
、

大
切
さ

　
同
年
代
の
生
徒
は

シ
ョ
ッ
ク
が
大
き

か
っ
た
と
思
う
。

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

な
ど
に
よ
る
ケ
ア
が

必
要
だ
と
思
う
が
、

学
校
、
家
庭
に
い
の

ち
を
語
る
、
考
え
る

場
が
大
切
と
思
う
が

生
徒
た
ち
が
発
信
す

る
危
機
を
い
ち
早
く

気
づ
く
、
受
け
止
め

る
方
法
が
構
築
さ
れ

て
い
る
か
。

人
材
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　問
　
権
現
堂
の
た
め

池
周
辺
に
点
在
す
る

廃
屋
の
整
備
、
処
分

は
。

　
た
め
池
巡
回
道
の

遊
歩
道
化
は
。

　
上
部
埋
立
地
か
ら

の
流
水
、
増
水
対
策

は
。

答
　
空
き
家
対
策
特

措
法
を
基
に
再
度
、

危
険
度
を
調
査
、
適

切
な
方
策
で
進
め
て

い
く
。

　
遊
歩
道
化
は
車
両

進
入
、
転
落
防
止
等
、

整
備
が
困
難
、
倒
木

等
通
行
に
支
障
が
あ

る
場
合
は
対
応
を
検

討
を
す
る
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施

設
周
辺
も
災
害
危
険

区
域
に
し
て
、
見
守

り
対
策
を
立
て
た
い
。

問
　
釣
り
人
が
池
周

辺
に
入
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
が
多
く
、

釣
座
も
見
受
け
ら
れ

る
。

　
危
険
で
あ
り
、
ど

う
対
処
す
る
の
か
。

　
ご
み
が
散
乱
、
水

量
が
増
し
、
浮
遊
物

と
な
っ
て
い
る
が
対

処
は
。

答
　
た
め
池
に
入
ら

な
い
注
意
の
看
板
を

増
設
し
、
巡
回
時
の

注
意
、
ご
み
の
浮
遊

物
は
回
収
し
、
不
法

投
棄
防
止
の
看
板
を

設
置
す
る
。

●いのちを福祉政策で守れるか
●権現堂ため池周辺の整備を

水谷　日出男 議員水谷　日出男 議員

問

問

問

問

答

答

答

答
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そこが知りたい  一般質問



問
　
無
料
・
低
額
診

療
事
業
と
は
、
医
療

機
関
が
経
済
的
に
厳

し
い
状
況
に
あ
っ
た

り
、
健
康
保
険
証
が

な
い
、
一
定
の
犯
罪

被
害
に
遭
っ
て
い
る

な
ど
、
医
療
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
に
医
療
費
の

窓
口
負
担
を
無
料
ま

た
は
低
額
で
診
療
を

行
う
事
業
の
こ
と
で

あ
る
。

　
全
国
７
０
０
カ
所

の
医
療
機
関
で
無

料
・
低
額
診
療
事
業

が
実
施
さ
れ
、
利
用

し
た
方
は
７
６
０
万

人
以
上
で
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
町
立
病
院
の
入

院
、
外
来
と
も
に
患

者
数
が
激
減
し
、
多

額
の
損
失
が
生
じ
て

い
る
。

　
経
営
状
況
の
改
善

に
は
患
者
数
の
増
加

を
お
い
て
ほ
か
に
な

い
と
、
監
査
結
果
が

示
し
て
い
る
。

問
　
町
営
住
宅
の
空

き
家
が
多
い
。

　
し
か
し
、
町
営
住

宅
へ
の
入
居
希
望
者

は
次
回
の
募
集
ま
で

待
た
さ
れ
て
い
る
。

　
退
去
す
る
人
は
畳

替
え
や
ふ
す
ま
の
張

り
替
え
を
済
ま
せ
て
、

い
つ
で
も
次
の
入
居

者
が
入
れ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
住
宅
は
換
気
を
し

な
い
状
態
を
長
期
間

続
け
る
と
部
屋
の
傷

み
が
早
く
な
る
。

　
町
営
住
宅
の
入
居

募
集
の
回
数
を
増
や

し
て
空
き
家
を
減
ら

せ
ば
、
使
用
料
も
増

え
る
。

　
町
営
住
宅
の
入
居

募
集
回
数
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答
　
町
営
住
宅
は
建

築
か
ら
相
当
年
数
が

経
過
し
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。 

　
空
き
家
は
、
不
具

合
の
あ
る
箇
所
の
修

繕
を
行
い
、
居
住
可

能
と
し
た
上
で
募
集

を
行
っ
て
い
る
。

　
現
状
は
、
入
居
さ

れ
て
い
る
町
営
住
宅

の
修
繕
費
が
年
々
増

加
し
て
お
り
、
そ
ち

ら
を
優
先
し
て
修
繕

し
て
い
る
。

　
今
定
例
会
の
補
正

予
算
案
に
空
き
家
の

町
営
住
宅
の
た
め
、

住
宅
修
繕
費
用
を
上

程
し
て
い
る
。

　
補
正
予
算
案
が
可

決
さ
れ
れ
ば
、
早
急

に
修
繕
を
行
い
、
今

年
度
内
に
入
居
の
募

集
を
行
い
た
い
。

　
来
年
度
以
降
は
、

空
き
家
解
消
の
た
め
、

募
集
回
数
を
増
や
す

こ
と
を
検
討
し
た
い
。

こ
ろ
で
あ
る
。

　
病
院
経
営
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
中
、
こ
の
制
度
を

と
れ
ば
、
患
者
数
が

増
え
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
議
員
の
気

持
ち
も
理
解
で
き
る

が
、
こ
の
医
療
費
の

無
料
・
低
額
診
療
措

置
に
よ
る
損
失
が
全

額
病
院
の
負
担
に
な

る
た
め
、
現
時
点
で

は
無
料
・
低
額
診
療

事
業
は
難
し
い
と
考

え
る
。

　
患
者
を
増
や
す
の

に
効
果
的
な
の
は
、

無
料
・
低
額
診
療
事

業
を
始
め
る
こ
と
で

は
な
い
か
。

　
患
者
か
ら
の
窓
口

負
担
が
入
ら
な
く
て

も
、
患
者
が
増
え
れ

ば
十
分
経
営
が
成
り

立
つ
と
い
う
過
去
の

試
算
も
あ
る
。

　
再
度
検
討
で
き
な

い
か
。

答
　
低
額
診
療
事
業

を
行
う
者
に
対
し
て
、

法
人
税
、
不
動
産
取

得
税
、
固
定
資
産
税

の
優
遇
措
置
が
あ
る

が
、
町
立
病
院
は
こ

の
メ
リ
ッ
ト
が
受
け

ら
れ
な
い
。

　
町
立
病
院
は
、
本

年
９
月
の
臨
時
会
で

承
認
を
得
た
経
営
健

全
化
計
画
策
定
の
た

め
の
個
別
外
部
監
査

契
約
を
締
結
し
て
い

る
。

　
令
和
３
年
12
月
24

日
期
限
の
報
告
書
提

出
を
待
っ
て
い
る
と

●町立病院での無料・低額診療事業の再検討を
●町営住宅の募集回数を増やせないか

廣瀬　正子 議員廣瀬　正子 議員

問

問

答

答
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そこが知りたい  一般質問



※事情により変更される場合もありますのでご了承ください。
次回の定例会は、３月３日（木） に開会予定です。

　 

議
会
の
傍
聴
は
、
手

続
き
が
面
倒
と
思
わ
れ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

傍
聴
の
手
続
き
は
、
受
付

票
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
す
る
だ
け
で
す
。

　
議
会
は
、
予
算
や
条
例

を
は
じ
め
、
行
政
に
対
す

る
一
般
質
問
な
ど
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
審
議
を
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
定
例
会
の
開
催

予
定
日
が
近
づ
き
ま
し

た
ら
、
役
場
の
掲
示
板
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
傍
聴
場
所
は
、
役
場
３

階
議
場
内
傍
聴
席
で
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

傍
聴
席
の
一
部
を
使
用
制

限
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
テ
レ
ビ
放
映
に

よ
る
傍
聴
は
、
手
続
き
は

不
要
で
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
、

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館
、
町
立
病
院

で
で
き
ま
す
。

 

電
話
　
②
ー
１
９
６
７

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

　
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
12
月
定
例
会
は
、
議
案
・
契

約
・
補
正
予
算
・
専
決
処
分
等
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
町
の
重
要
施
策
で
あ
る
七

福
団
地
住
宅
環
境
整
備
事
業
の
事

業
契
約
締
結
議
案
が
可
決
い
た
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、一
般
質
問
者
は
、
６
名

で
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
い
か
に

見
や
す
く
解
り
や
す
い
編
集
に
す

る
か
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
皆
様
に
議
会
の
内
容
を
読
み
や

す
い
紙
面
で
届
け
た
い
と
の
思
い

で
取
り
組
ん
で
き
た
編
集
作
業
も

今
年
は
、
最
後
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　
任
期
中
の
議
会
だ
よ
り
の
発
行

は
、
あ
と
３
回
で
終
わ
り
ま
す
。

　
議
員
の
任
期
最
後
の
年
で
す
が
、

現
在
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

て
、
議
員
全
員
に
よ
る
議
会
改
革

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
議
論

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
身
近
で
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
て
議
会
広
報

編
集
委
員
会
一
同
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　（
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長
　
谷
川
龍
児
）

編
集
後
記

編
集
後
記

　
３
つ
の
案
の
中
か
ら
最
も
適
当
な

議
員
定
数
が
何
名
な
の
か
、
再
度
、

特
別
委
員
会
に
お
い
て
調
査
を
行
っ

た
。

　
特
別
委
員
会
に
お
い
て
も
、
３
つ

の
案
が
平
行
線
を
た
ど
っ
た
た
め
、

採
決
を
行
っ
た
結
果
、
議
員
定
数
を

削
減
す
る
２
つ
の
案
が
否
決
さ
れ
、

現
状
維
持
の
12
名
が
適
当
と
い
う
結

論
と
な
っ
た
。

　
特
別
委
員
会
で
は
、
同
時
に
議
員

報
酬
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
て
お

り
、
現
在
、
小
竹
町
の
議
員
報
酬
が

福
岡
県
内
で
も
か
な
り
低
い
こ
と

（
31
町
村
の
中
で
29
番
目
）、
ほ
と
ん

ど
の
議
員
が
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、

収
入
が
議
員
報
酬
だ
け
で
は
若
い
子

育
て
世
代
や
女
性
が
家
族
を
養
い
な

が
ら
生
活
で
き
な
い
。

　
若
い
子
育
て
世
代
や
女
性
が
立
候

補
し
、
議
員
報
酬
で
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
議
員
報
酬
を
引
き
上
げ
る
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
議
員
の
報
酬
は
町
長
が
諮
問
す
る

特
別
職
等
報
酬
審
議
会
が
適
切
な
報

酬
を
判
断
す
る
た
め
、
町
長
に
特
別

委
員
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
各

議
員
の
考
え
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
、

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
審
議
会

に
諮
問
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し

た
。

　
平
成
31
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

最
も
効
率
的
な
議
員
定
数
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、

議
員
全
員
で
構
成
す
る
議
員
定
数
調

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
た
。

　
適
切
な
議
員
定
数
に
つ
い
て
調
査

を
進
め
た
が
、
よ
り
詳
細
に
調
査
を

進
め
る
た
め
、
議
員
６
名
か
ら
な
る

小
委
員
会
を
設
置
し
、
男
女
共
同
参

画
会
、
小
竹
町
商
工
会
等
と
適
切
な

議
員
定
数
に
関
す
る
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
小
委
員
会
に
お
い
て
、
調
査
を
進

め
る
も
、①
現
状
維
持
の
12
名
が
適

当
と
す
る
意
見
、②
次
回
の
選
挙
で

１
名
削
減
し
、
さ
ら
に
４
年
後
の
選

挙
で
１
名
削
減
す
る
こ
と
が
適
当
と

す
る
意
見
、③
２
名
削
減
し
て
10
名

と
す
る
こ
と
が
適
当
と
す
る
意
見
が

出
た
が
、
一
つ
の
案
に
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

議
員
定
数
削
減
案
は
否
決

議
員
定
数
は
現
状
維
持
の

12
名
が
適
当
と
決
定

　議
員
報
酬
は
引
き
上
げ

を
要
望

◇
議
員
定
数
調
査
特
別

　
委
員
会
の
調
査
経
過
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